
 原発から30km圏内では、万が一の事故の

際は、屋内に退避することが原則です。し

かし、積雪があると、屋内退避では放射線

被ばくのリスクが高まる危険性があること

が指摘されています。 

 指摘したのは、原発事故の際の避難方法

を検証している県避難委員会の委員である

山澤弘実名古屋大学教授です。 

 図のように原発事故で放出された放射性

物質が雪に付着して屋根などにとどまる

と、木造の屋根などは放射線をさえぎる力

が弱いので、その屋根を通して屋内に向か

う放射線量が高いままになってしまうとい

うことです。 

 これへの対応策はまだ未知の段階です。

こうしたことを含めて、安全に避難でき、

被ばくしないことが担保される方策が必要

です。(図などは2月7日付新潟日報より) 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（2月5日現在） 

 ＰＣＲ検査実施件数 4894件(前週＋203) 

 感染症患者数    43人(上越市内39人) 

 陽性率          0.88％ 

 上越市議会では、外部から講師を招いていろいろなスキ

ルや見識を学ぶ｢議員勉強会｣を定期的に行っています。 

 先月はＦ＆Ｃヨシザキ代表取締役の吉崎利生氏を招き、

｢ファシリテーション｣について学びました。 

 ｢ファシリテーション｣とは、組織やメンバーを活性化さ

せ、協働を促進させるリーダーの持つ能力のひとつです。

会議等の場で発言を促したり、話の流れを整理したり、参

加者の認識の一致を確認したりして、合意形成や相互理解

をサポートする力です。 

 この日は、相手の話をたくみに引き出す話し方を体験し

たり、実際にテーマを設けて話し合い、意見を整理しなが

らホワイトボードに書き入れて内容を深める｢ホワイト

ボードミーティング｣を

体験したりして、実践

的に学びました。 

 日常的に行っている

｢話し合い｣や｢会議｣

も、一定の スキル を

もって臨むことで、中

身をさらに充実させる

ことができることを学

びました。  

 
４
日
、
市
議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会

(

橋
爪
法
一
議
員
が
副
委
員
長
と
し
て
所

属)

が
行
わ
れ
、
市
の
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
｢

い
か
な
る
災
害
が
発
生
し
よ
う
と

も
、
人
命
の
保
護
が
最
大
限
図
ら
れ
、
被

害
の
最
小
化
を
図
り
、
迅
速
な
災
害
復
旧

が
行
わ
れ
る｣

こ
と
を
目
標
に
し
た
計
画

で
す
。 

 

こ
の
計
画
は
、
今
年
４
月
か
ら
の
２
か

年
計
画
で
、
45
の
〝
起
き
て
は
な
ら
な

い
最
悪
の
事
態(

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ)

〟
を

ベ
ー
ス
に
、
考
え
得
る
42
項
目
に
つ
い

て
の
対
応
方
針
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ

オ
に
は
、
市
民
の
誰
も
が
心
配
し
て
い
る

原
子
力
災
害
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
橋
爪
議
員
や
近
藤
彰
治
議
員

が
そ
の
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
防
災
危
機
管
理
部
長

は
、｢

当
然
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
が
、
具
体
的
な
対
策
が
見
え

て
い
な
い
中
で
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
ま

で
至
っ
て
い
な
い｣

と
答
え
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
具
体
化
な
対
策
が
立
案
で
き

て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
て
も
、
ご
く
近
く

に
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
何
ら
か
の
文
言
を
書
き
込
む
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
橋
爪
議
員
は
、｢

総
合
計
画
と

の
関
係
で
２
か
年
計
画
に
し
た
と
い
う

が
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
で
あ

る
の
か
が
明
確
で
な
い
。
財
政
計
画
と
の

整
合
性
も
必
要
だ
。
事
業
費
は
総
額
で
い

く
ら
に
な
る
の
か｣

と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

防
災
危
機
管
理
部
長
は
、｢

今
計
画
に

は
長
期
的
視
点
の
も
の
も
入
っ
て
い
る
。

計
画
は
２
年
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
の
計
画
も
ま
ず
こ
こ
に
載
せ
て
、
２

年
後
に
見
直
す
。
事
業
費
は
積
み
上
げ
て

い
な
い｣

と
答
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
案
策
定
の
目
的
は｢

国
庫
補

助
金
の
獲
得｣

と
の
こ
と
で
す
が
、
よ
り

大
事
な
こ
と
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に

繋
が
る
わ
か
り
や
す
く
実
効
性
あ
る
計
画

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
の
注
視

が
必
要
で
す
。 


